
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 目的 
 2020年開催の東京五輪公式ポスターは白地に藍色の市松模様が採用された。藍色は日本を代表する色ともいえる。我が国では古くから
藍染が行われており、藍染は濃紺から淡い水色まで染め分けることが可能である。また、絞り染めは奈良時代から行われている歴史ある
技法であり、その代表的なものは鹿の子絞り、三浦絞りなどがある。 

 本研究では、日本の歴史ある藍染と絞り染めを応用し、環境にやさしい素材テンセルを用いて現代の衣服（ドレス）制作への展開を行うこ
とを目的とする。さらに、絞り染めのモチーフに日本原産である「がく紫陽花」を取り入れ、日本ならではの衣装を表現する。 

藍：6世紀頃中国より伝来。 

徳島県の藍染が全国的に有名。 

日本の藍植物：蓼藍（たであい） 
藍の色素インジゴは水不溶性。 

アルカリ浴で還元することで水溶性となる。 

その液を使い、染色。 

空気酸化することで水不溶性のインジゴが 

繊維中で生成される。 

図1. インジゴの構造 

ジーンズ
の染色 

3. 絞り染め・紫陽花の絞り技法 
 糸で括り締める、縫い締めることで、染料が繊維に浸透することを防ぐ。 
 白く染め残った部分が模様となる。 

鹿の子絞り 三浦絞り 

コンセプト 梅雨（雨）に咲く紫陽花 
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がく紫陽花 
理由：日本原産であり、万葉集にも詠まれている。 
紫陽花の名前の由来は、「藍色が集まったもの」を意味する 
「あづさい（集真藍）」がなまったものとする説が有力であることから、 
藍染（藍）に関わりのある花を選んだ。 

紫陽花の花・つぼみ 

：鹿の子絞り 
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紫陽花のがく 

平縫い巻き上げ絞り 

5. 染色方法  藍染の技法を参考に、合成インジゴで染色 

✓染色 
 ✓空気酸化  
✓繰り返す    
濃い藍色になる 

6. 繰り返し染色による濃色化の効果 

7. まとめ 

① 合成インジゴによる染色においても、濃紺に染めるためには繰り返し 

  染色や空気酸化を十分にすることが大切であることが分かった。 

② 紫陽花のがくや花を表現しやすい技法は、平縫い巻き上げ絞り、鹿 

  の子絞りであった。 

③ 藍染は、光や汗に対する耐久性があるが、摩擦には弱いことが分 

  かった。白物とのコーディネートは注意が必要である。 

④ テンセルはフィブリル化しやすい特徴があるため、本作品においても 

  若干毛羽立ちが生じた。染色条件の検討が必要と思われる。 
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図2の-b*軸は青を示す。 

-b*に近いほど、青が強い 

図2. L*a*b*表色系のa*b*色度図 

L*値も低く最も濃紺 
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中和・ソーピング 

紫陽花をモチーフにした絞り染めの検討とドレスへの展開 
佐藤 杏菜 

2. 藍染に用いる色素 

 紫陽花をモチーフにした絞り染めのドレス 

インジゴピュ
アー（合成イ
ンジゴ）10％
o.w.fを使用 


